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*ゆりかご率三Pン凶j
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ill>護霊絡先 援活I喜重消費

主主務然制約線引06

b市史研究援l!la "1おまえ主義コf-定員

北 布佐のal争ゐ"ニ必三三鍵}字詰の

江戸鍔代以院撃の滋襲安(J)護菱重さをひと

とおり審理養護しへその波書義を r~主主系

予約量三傍若宅J 1::善意表号第2織をきは

う校選霊座生全体で討議し包 T

lf葉書?とわ主主コて兵問で我孫子F誌の

務!t':経毒事還し・言語文。報告号点して

主主とめますむ

@日程 5R25協力巨2ま31'守主主

での回同第4防護霊長当午後守的改)分

1:1う

。緩話時 Ct5時必E号室宝を主!こ理主将

@器電信事 予毒劇専氏

。支霊終 40名程度

1I>ct>t壁後講座 著名なiこの江主主義の

ヰ't埜!t':重要純であるドニι蒋謀議気機J

をテ~ーマ!こ我孫子およUff理江，O)qo
世史を研究レミ!:cr.
・日程 ヨ絡をきから策王手の3月

までの罰事問機ごうとヨ議室午蕊匂害事か

ら

@語議員時 中央公民館を主におド怒

鳴書籍告患 資産業博氏

・2霊童護 303程度

※申し込み1iJ:5月 1臼からiTl，思議選

言5fv~へ世85~248-1

円器内じり豊田伯爵?ま説草草i者向;こおいて

災足立 総療機、 0)童話9j.滋量産菱重

(一般公共|こうfUF君主され

ている宅:S(f))、②自動遂の務室震の

悶iこ燃するき己売の函滋ガ 500滋究ヲ

メ…'-)しぶ主であることこ、怒号芳;再3
者から:!j~1:室す'!tx霊祭絞殺でわるよう怒

もの、 をき霊童霊をする人{率、設重量lこ先

だって務外壊さ綴緩め{宣重量、担軽妻、

嬢追撃号~O)f関必要塁主主繁華棄を、 まと供

約誇懇話誌は先絞って業務の濠殺の綴

ぜこ絞る轡理煩定を干葉幾多む喜善Q

E議1)出稼げt11<J:なりません庁、

年1]55ままヰ月号 81才ら、知壌の4麓級

委主震によるうffiB毒1:1絞線機記長!こぶる
届出事務を行うこごたは綴り、君事務

ガ簡素化芝されるとみじおり察しだ。

砂問い合わ対 話i明言f霊墨書聖

i保湾問喧層雪
E謀総議撃て?普読書警宅をしてくた=cきる万

の童話ま筆者を行います。

...撃事務先 iTl立深湾霊童〈綴・然

史実混合‘東あびこ・鯵主主'"

つくし主宰第一〉

11>華襲警 保白〈事事務機講話{と時受去る〉

炉圭手善意

惨給料守

1>勤務務総 守:誇D89寺お分から午

後5O者

砂翼耳障書 d誤差警におじて

m雲量産事されだいおば、

量家庭課にあり芸ます〉、 E議i益

事雲〈市販のちの、宅主義義務i'5J)、縫

主義さき重苦書 〈車道豊富〉 、際主自筆奪格E設j警

設号望書室長}写いなそろえて51'ヨ158

ぎで!こ災緩護家事支襲撃へ+著書事もしくは、

童話五ましてくごださい。

糸魚戸ピコピiノツジ雲翼線くつ

くし野)!ご長期間君主緩記されている

をき鉱~ガ約笈氾命誌ちりを安写。

とのお験室震後5R16fヨ〈金l1と

書室棄す怒として処分し，c表ザので、 Jお

Z芸絞り謀総隊俗図さまでI~下記
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春休み少ま手学専1良大会は4月3E三、

4BCち言語E三モヨガ参加して行わ

04問38

〈時高校生の霊Bl
尊重勝 粕お湾初

準雪量鋳 金-'3' 室長(総辞笈書長選る〉

〈小企中学生の総〉

察華寺 内さと

若草書華襲警 孝夫氏

。41'事48

れれ ゆ浮きとのきB)
最盛陣容 子害実秀治〈新?に小〉

講義優勝 rJ)l;j串至宝〈汐ととわ〉

今F守口〉 般大会!手竹(総〉、

258 (弓〉で弓)

では湾漢書安委後闘いてv、家主言。

1> r<\lい合わせき設予貯82~g394

をまえさ溺を滋Z主主主い万は、

め!と潟務してください心この'il隊

後険i語、千葉労基7察当事録、

長重F自突綾喜華、

芝きしています。わかりこくい点

a'っき苦しだそうあ闘いぢきりせくださ

ν!合

"''1'重義労議3懇話襲長話官凶72(54) 52 
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